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弱い外部垂直磁場Bv下でのトロイダルECRプラ

ズマにおいて、圧力駆動の垂直方向荷電分離電

流の一部は、荷電分離を緩和すべくヘリカル状

磁力線に沿って戻り、その結果、トロイダル電

流を生じる。残りの垂直電流は真空容器を経て

循環する。トロイダル電流のみが磁気面形成に

寄与する。垂直電流もトロイダル電流も、それ

ぞれ、トロイダル磁場Bφおよび垂直磁場Bvと

の相互作用によりプラズマの径方向のバルー

ニング力を相殺する平衡電流である。 
2.45GHzのマイクロ波によるECRプラズマを

LATE装置において発生させ、初期磁気面形成に

向けてトロイダル電流がどのように生じ、増加

していくかをしらべた。1.5KWのマイクロ波に

よる定常放電において電子圧力とトロイダル

電流はともにBvの値とともに増大した。

Bv=6.8Gの場合はIp=290Aのトロイダル電流が

生じ、電流チャンネルの内側ではこの電流によ

る自己場により垂直磁場は1.2Gまで減少し、磁

気面形成に近づいた。このプラズマにおいてヘ

リカル磁力線に沿うリターン電流はオウムの

法則には従わず、磁力線に沿った電子圧力勾配

が静電気力と釣り合った。天井と床での用器壁

との境界では磁力線に沿ってポテンシャル障

壁を超えて流れる電子電流が観測された。 
  Bv=8.3G下での1.0kWによる放電において

は、放電開始後最初の1.1秒の間、プラズマ圧

力、Ipともに途切れなく増大し、それから、両

者ともに突然ジャンプアップして磁気面が形

成された。一方真空容器を経て流れる垂直電流

は横ばいであった。この1.1秒の間は、プラズ

マ電子密度は一定であり、電子温度が上昇した

ことを示している。すなわち、電子温度の上昇

とともに容器でなくヘリカル磁力線にそって

循環する割合が増大したことを示している。 
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